日语精读四（1）
一．次の漢字の読み方を書きなさい。（0.5×10＝5点）

改善　吊革　代償　売手　若年層　物腰　間柄　撤回　喪服　惹く

二．次の言葉を漢字に直しなさい。（0.5×10＝5点）

ひつぜんせい　しゃだん　ひろうかいふく　れきぜん　きょうよう

つくだに　うきよえ　とうにゅう　じょうしつ　けんらんごうか

次のA～Dの中から最も適当なものを選びなさい。（2×10＝20点）

１．火山の噴火＿＿＿土石流が発生し、次々に人家をのみ込んでいった。

Aに伴って　Bにつれて　Cにかわって　Dに応えて

２．たとえ＿＿＿、頑張りなさい。

A苦しくても　B苦しいのに　C苦しかったところで　D苦しいからこそ

３．人によって作られたものがどうして人＿＿＿変えられないことがあ

り得ようか。

Aにとって　Bに対して　Cとして　Dによって

４．疲れた時はね、何も考えないでゆっくり休む＿＿＿。そうすれば、

また元気が湧いてくる＿＿＿よ。

Aことだ　ことだ　Bものだ　ものだ　Cことだ　ものだ　Dものだ ことだ

５．お世話になった＿＿＿送別会まで開いていただき、誠にありがとうございます。

A上から　B上に　C上は　D上で

６．＿＿＿電話しても、彼につながらなかったんだ。まさか、部屋で死んでることはないだろうね。

Aどんなに　Bいくら　Cもし　Dたとえ

７．今日は子供の誕生日で、早く＿＿＿から、悪いが先に失礼させてもらうよ。

A帰らなければならない　B帰るはずだ　C帰るべきだ　D帰るわけだ

８．「風邪は万病の元」。軽い風邪＿＿＿、用心するに越したことはない。

Aと言えば　Bときたら　Cと言えども　Dだけに

９．彼女は話している＿＿＿、顔が真っ赤になった。

Aうちに　Bうちは　C間に　D間は

10．彼の今日あるのは、＿＿＿、努力の賜物に＿＿＿。

Aほかでもない　過ぎない　　Bほかでもない　ほかならない

Cほかならない　過ぎない　　Dほかならない　ほかならない

四．次の文を完成しなさい。（2×7＝14点）

１．彼の場合、できないというより、むしろ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

２．彼のことは好きなことは好きだけど、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

３．あまり慎重になり過ぎると、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

４．討論会で意見を戦わせたのを機に、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

５．現実に即した＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が必要だ。

６．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿は、世界的に認められつつあるね。

７．教師たちは熱心なものの、学生たちには＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

五．次の中国語の文を日本語に訳しなさい。（2×8＝16点）

１．从很早以前人们就在考虑“难道就不能改变天气吗？”。

２．被老师和同学们反对，校长不得不放弃那件事。

３．好像雨下得很大，从厨房到起居室湿了一地。

４．山田和所谓的普通职员不同，他十分珍视自己业余兴趣的时间。

５．一周后就要举办婚礼了吧。房子以及其他的生活用品都要准备，一定不容易吧。

６．随着在公司地位的升高，责任也变重了，不能再说些任性的话了。

７．不管是自民党还是社民党，应该表明自己是否同意那件议案。

８．越是优秀的学生就越觉得单方面讲授知识的课程没有意思。

六．次の文章を読んで後の問に答えなさい。（20点）

 自然を伴侶とし、自然の中に没入し、自然の一つになろうとする日本人の伝統的な自然観は、西洋人のそれとは著しく趣を異にしている。西洋人のそれからは、たとえば、朝顔につるべとられてもらい水というような俳句は決して出てはこなかったのである。彼らの場合にはむしろ、これによってその風流心をほめられる＿①＿、井戸が故障したわけでもないのに早朝から水をもらいに来て他人の生活を妨げなどするのは、困った隣人であり、市民として失格であるということになったであろう。

  日本的自然観は、日本独特の美しい文化や生活様式を生み出してきたが、②それは、近代科学や近代科学技術を生み出すような自然への接し方とはほど遠いものであった。地震学の成立史をみれば、この点はきわめて明らかである。＿③＿この国には地震は数限りなく発生したけれども、④ついぞ日本人の手によって地震学というべきものは生まれなかった。古くは鴨長明の「方丈記」（1212年）にみられるように、この著者は、火事、地震、つむじ風、洪水、干ばつ、飢饉、悪疫などの自然の災害と、人の世の栄枯盛衰を数えあげて世のはかなさを述べながら、結局、人里離れた所に庵を結んで、自然のふところにはいることに安住の道を見出すのである。
  もちろん、鴨長明の場合には、きわめて逃避的で悲観的な当時の仏教的人生観の影響も少なくないであろうが、それが続発する天変地異と結び付けられたというだけでなく、さらに、その解決もまた、こうした⑤天変地異をもたらしたその同じ自然の中に安らぎを見出すという形で求められていくのである。
  このような自然とのかかわりあいは、明治・大正期を迎えても基本的には変化していない。清水幾太郎氏によれば、関東大震災の時の人々の反応も、鴨長明のそれに通じるものがあったという。家を焼かれ家族を失った人々も、やがて地震が静まり、焼け跡の大地にすわって、、夕日が西の空を真っ赤に染めて沈んでいくのを見ていると、もうそこに言いようのない安らぎを感じてしまうのである。同氏が書かれたように、こうして日本人は、人間を破滅させる「荒々しい自然からの救済」を、「美しい自然のうちに」見出してきたのであり、「暴力によって突き倒された人間が美としての自然に救い上げられるという循環の軌道を歩み続けてきた」のであった。この循環からは地震学は生み出されるべくもない。いかに頻繁に天災がこの国土を襲っても、「天災は忘れたころまたやってくる」（寺田寅彦）ということになるほかはなかった。さらに極端な言い方をするならば、⑥いくら天災が続発しても、日本人がそれを忘れる速さに追いつくことはできないのであった。地震や台風を科学的に研究して、それがどのように起こるかを明らかにし、これによって今後の災害を免れる方法を見出そうとするような組織的な活動は生まれようもなかった。
問１．①に当てはまる言葉を一つ選びなさい。（2点）

Aものの　Bはずで　Cどころか　Dだけの　Eばかりか

問２．②それとは何をさすか。前の文章中の言葉で答えなさい。（3点）

問３．③に当てはまる言葉を一つ選びなさい。（2点）

A古来　B先年　C以来　D毎年　E年来

問４．④ついぞに近い意味の言葉を一つ選びなさい。（2点）

Aやはり　B必ずしも　Cいまだかつて　Dとても　E少しも

問５．⑤天変地異をもたらしたその同じ自然の中に安らぎを見出すという形とあるが、このことの例が具体的に述べられている一文を、文章の最後の段落の中から抜き出しなさい。その文の初めと終わりのそれぞれ三文字を示すだけでよい。（3点）
問６．⑥いくら天災が続発しても、日本人がそれを忘れる速さに追いつくことはできないのであったとは、どういうことを「極端な言い方」で表したものか。次の中から最も適当と思われるものを一つ選びなさい。（3点）
Aわが国では、人々の記憶にとどめえないほど天災が相次ぎ、手痛い損失をこうむってきたということ。

Bわが国の人たちは、天災がなんど襲ってきても、すぐに立ち直って繁栄を取りもどしてきたということ。

Cわが国の人たちは、天災の襲来を半ば宿命的なものと思ってあきらめていたということ。

Dわが国の人たちは、しばしば天災に襲われてきたのに、その恐ろしさを忘れがちであったということ。

　　Eわが国では、被災の記憶がまだ消え去らないうちに、また次の天災が訪れてきたとい

うこと。

　問７．この文章で、筆者が最も強く述べようとしていることを60字以内にまとめなさい。（5点）

七．次の文章を読んで後の問に答えなさい。（20点）

　宗助と細君

宗助はさっきから縁側へ座ぶとんを持ち出して日当たりのよさそうなところへ気楽にあぐらをかいてみたが、やがて手に持っている雑誌をほうり出すとともに、ごろりと横になった。秋日和と名のつくほどの上天気なので、往来を行く人の下駄のひびきが、静かな町だけに、朗らかに聞こえてくる。ひじ枕ををして軒から上を見あげると、きれいな空が一面に蒼く澄んでいる。その空が自分の寝ている縁側の窮屈な寸法にくらべてみると、非常に広大である。たまの日曜にこうしてゆっくり空を見るだけでも大分ちがうなと思いながら、眉を寄せて、ぎらぎらする日をしばらく見つめていたが、まぶしくなったので、こんどはぐるりと寝返りをして障子の方を向いた。障子の中では細君が裁縫をしている。

「おい、いい天気だな」と話しかけた。細君は、

「ええ」と言ったなりであった。宗助も別に話がしたいわけでもなかったと見えて、それなり黙ってしまった。しばらくするとこんどは細君のほうから、

「ちっと散歩でもしていらっしゃい」と言った。しかしそのときは宗助がただうんという生返事を返しただけであった。

二三分して、細君は障子のガラスのところへ顔を寄せて、縁側に寝ている夫の姿をのぞいてみた。夫はどういう了見か両ひざを曲げてえびのように窮屈になっている。そうして両手を組み合わして、その中へ黒い頭を突っ込んでいるから、ひじにはさまれて顔がちっとも見えない。

「あなた、そんなところへ寝るとかぜ引いてよ」と細君が注意した。細君の言葉は東京のような、東京でないような、現代の女学生に共通な一種の調子を持っている。

宗助は両ひじの中で大きな眼をぱちぱちさせながら、

「寝やせん、大丈夫だ」と小声で答えた。

それからまた静かになった。外を通るゴム車のベルの音が二三度鳴った後から、遠くで鶏のときをつくる声が聞こえた。宗助は仕立ておろしの紡績織の背中へ、自然としみこんでくる光線の暖かみを、シャツの下でむさぼるほど味わいながら、表の音を聴くともなく聴いていたが、急に思い出したように、障子越しの細君を呼んで、

「お米、近来の近の字はどう書いたっけね」と尋ねた。細君は別にあきれたようすもなく、若い女に特有なけたたましい笑い声も立てず、

「近江のおうの字じゃなくって」と答えた。

「その近江のおうの字がわからないんだ」

細君はたて切った障子を半分ばかり開けて、敷居の外へ長い物指を出して、その先で近の字を縁側へ書いて見せて、

「こうでしょう」と言ったぎり、物指の先を、字のとまったところへ置いたなり、澄み渡った空を一しきり眺め入った。宗助は細君の顔も見ずに、

「やっぱりそうか」と言ったが、冗談でもなかったと見えて、別に笑いもしなかった。細君も近の字はまるで気にならないようすで、

「ほんとうにいいお天気だわね」となかばひとりごとのように言いながら、障子を開けたまままた裁縫を始めた。

（出典　夏目漱石『門』）

　問１．次の文の下線に、本文から適当と思われる二字の熟語を選び記入しなさい。（4点）

　　

　　　空と（1）＿＿＿は（2）＿＿＿と（3）＿＿＿ということで対照的であり、それは主人

　公の（4）＿＿＿な姿にも及んでいる。

問２．静かな町であることを、直接説明しないで効果的に示している部分を20字以内で書き出しなさい。（3点）

問３．「なかばひとりごとのように」とあるが、完全なひとりごとではない。この細君の言葉はどの言葉を受けているか。（3点）

問４．細君はどういう人柄の人か。その点に関して、一見対立するような二つの叙述がある。その部分を挙げなさい。（3点）

問５．秋日和の日曜日の感触が最も強くあらわれているのはどの部分か。それを50字前後で書き出しなさい。（3点）

問６．文章の冒頭部で特に、時間をもてあましている宗助の感じの出ている表現を20字以内で書き出しなさい。（2点）

問７．細君の会話の中で一つ、取りようによっては冗談とも取れる会話をまじめに言っているものがある。どれか、その会話文を書き出しなさい。（2点）

